


英語コミュニケーションコース
多文化リテラシーコース

　外国人留学生の皆さん、大阪教育大学理事・副学長の片桐です。

　本学は、学校教員養成を目的とする教員養成課程と、学校教育等を社会から支える人材を養成する学

科であり、皆さん向けの募集定員を有する教育協働学科からなります。特に教育協働学科では、教育の

基礎を学ぶと同時に各専門領域についても学び、さらに学びを実際の場面で生かす「教育コラボレーション

演習」を行っています。また、専門領域も教育心理からスポーツ、音楽まで幅広くあり、皆さんの関心のある

分野が必ずあるものと思っています。是非このパンフレットや本学のwebページで各専攻・コースのことを

詳しく調べてみてください。これらの学びは、社会とつながるものであり、大学卒業後の進路決定の際にも

必ず役立つものと考えています。これまでに本学を卒業された留学生の皆さんは、日本でも活躍されており、

起業された卒業生もいます。

　また本学は、グローバルセンターに留学生専門部門である留学生教育部門があり、皆さんの支援を行っ

ています。さらに「日本留学アワーズ（日本語学校の教職員が選ぶ留学生に勧めたい進学先）」を６年連続

で受賞しています。これらのことからも、留学生の皆さんにとって満足度の高い大学づくりをめざしている

ことがわかると思います。また、住居の支援としては、キャンパス内外に留学生用の学生寮もあり便利です。

　この様な本学で大学生生活を始めてみませんか。そのためにも、このパンフレットをご活用ください。

本学を受験・合格し、柏原キャンパスでお会いできることを楽しみにしています。

学びたいが学べる 基礎から専門まで

大阪教育大学理事・副学長

片桐 昌直

 ※1教員免許状は、卒業要件以外の単位を併せて履修することによって取得できます。
 ※2受験資格を取得するためには、卒業後に実務経験又は大学院への進学が必要です。

取得可能な免許・資格等　教育学部教育協働学科学位

教育学部教育協働学科　■学士（教育学）　
大学院教育学研究科　　■修士（教育学）

教員免許状（中学校教諭一種、高等学校教諭一種の科目別）※1

社会教育士（養成課程）、社会教育主事任用資格

図書館司書、公認心理師（受験資格）※2　など

学位・
免許

教育心理科学専攻は、生涯教育学、心理学、社会福祉学といった専門諸科学を基盤とし、人間と社会のかか
えるさまざまな課題を科学的に理解し、実践的にかかわることを通して、すべての人々が豊かで充実した社会
生活を実現することをめざした共生社会の発展に貢献しようとする人材の養成を目的とします。そのため、

「チームとしての学校」の中で教育活動を直接的に支援する専門性を有した「教育支援人材」を養成するととも
に、家庭や企業など社会のあらゆる領域や場面でおこなわれる教育・学習活動を広く支援・主導し、教育活動
の創生ができる「教育協働人材」を養成します。

子どもたちを健康で安全に育む教育環境は、様々な教育活動の基盤となる要素です。健康安全科学専攻で
は、学校の安全、心身の健康と安全、食の安全と衛生、地域の安全など、教育環境を巡る安全・安心、健康
の諸課題を科学的に捉える力とその課題に対応できる応用力を持ち、学校、地域住民組織、企業、自治体、
NPO などの多様な場において、健康で安全な教育環境を幅広い視野で構築できる創意工夫に富んだ人材の
育成をめざします。

移り変わる現代社会を生き抜くために、様々な事象・現象に対する科学的な考え方が重要となっています。従っ
て、それを指導・支援できる理系人材育成が、これからの教育・社会活動に不可欠です。本専攻では自然科学・
数理科学・情報科学の専門知識に加えて、理解力・思考力・データ分析技能・コミュニケーション能力を兼ね
備えた人材を育成します。さらに、その技術・能力・方法論を学校現場を含む社会における教育・指導活動に
フィードバックすることで、チーム学校を含む社会の中で学び続けることができる人材の育成をめざします。

芸術表現専攻では、音楽表現コース、美術表現コース各分野で芸術創造についての深い理解と高い専門能
力を身につけるとともに、学校や地域社会と協働して新たな教育領域と社会文化活動の創生に意欲的に参画
できる「教育マインド」を有した芸術表現者の育成をめざします。

グローバル教育専攻では、英語、その他の言語によるコミュニケーション能力、人文社会学系学問に基盤を
置く文化的リテラシー、教育に関わる学際的な関心に立脚する教育マインド、および、多様な他者と豊かに共
生できる素養を身につけ、グローバル化が進展する社会において、学校や地域と協働して新たな教育領域と
教育活動の創生ができる人材の育成をめざします。

生涯教育学、心理学や社会福祉学、
幅広い知識と専門力

科学的な手法により
社会の安全を支える

統合的な教育理系人材を養成

数理情報コース・自然科学コース

音楽表現コース・美術表現コース

芸術創造の指導力をもつ表現者

グローバル時代の教育を支える国際人

地域と協働し、多様な教育課題を解決する人材へ

教育学部
教育協働学科

教育協働学科長

町頭 義朗

　教育協働学科は、それぞれの専門を生かしなが
ら、学校現場や地域社会で子ども達の成長を支え
る人材を育てるところです。現在、100名を超える
留学生が、教育心理科学や健康安全科学、理数情
報教育、グローバル教育、芸術、スポーツを通して、
教育に関わっていく方法を、教育協働学科で学ん
でいます。授業ではグループワークを多く取り入

れ、また、大学外での実習等もあり、みんなで協力
して学習しながら仲良くなっていっています。
　国際室やグローバルセンターと協力しながら、み
なさんを支えていきますので、安心して大阪教育大
学教育協働学科に入学してください。山の上の広
いキャンパスで、みなさんと一緒に学んでいけるこ
とを楽しみにしています。

教育心理科学専攻

健康安全科学専攻

理数情報専攻

スポーツ科学専攻では、本学科の教育マインドを基盤に理論的・実践的課題に取り組むことのできるスポーツ
指導者を養成し、学校教育を中心としたスポーツ場面や公共スポーツ、スポーツ関連産業など、さまざまな社会
的背景や幅広い年代のスポーツのニーズに応えられることを目的とします。そのため、スポーツ指導者として優
れた運動技能や幅広い運動経験に基づく理論的な基盤と指導力（コーチング）を持った人材育成をめざします。

スポーツ指導力をもつアスリート

スポーツ科学専攻

芸術表現専攻

グローバル教育専攻

初等教育教員養成課程教育学部

学校教育教員養成課程

養護教諭養成課程

教育心理科学専攻

健康安全科学専攻

理数情報専攻／数理情報コース・自然科学コース

グローバル教育専攻／英語コミュニケーションコース・多文化リテラシーコース

芸術表現専攻／音楽表現コース・美術表現コース

スポーツ科学専攻

教育協働学科

連合教職実践研究科
（連合教職大学院）

大学院

教育学研究科
（修士課程）

心理・教育支援 コース 日本型教育システム開発領域

教育イノベーション開発領域 

国際協働教育 コース 日本語教育支援高度化領域

地域教育・芸術支援人材高度化領域

健康・安全教育高度化領域

教育ファシリテーション コース

高度教育支援開発専攻

大学
組織図

※                     色の部分は、留学生向けの入試を実施している専攻・コース

総合的な教養に加え、教育マインドと専門
性の高い能力を身につけ、学校を取り巻く
地域や社会を含む「チーム学校」の中心メ
ンバーとなる人材を育成。教育的な視点か
ら学校・家庭・地域・社会と連携協働し、
多様な教育課題の解決を図れるような人
材の育成をめざします。

学部のPOINT
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新しい時代の教育改革をリードできる人材養成へ

　大阪教育大学大学院教育学研究科は、グローバ
ル化・複雑化する社会とSociety5.0と呼ばれる
ICT・AI革命に対応した教育を実現するため、令和
３年４月に大幅改組を行いました。新時代の教育・
学習支援の実践力・課題分析力を育成する「高度
教育支援開発専攻」の下に、教育領域に強い公認
心理師を養成する「心理・教育支援コース」、グロー
バルなフィールドで他者と協働できる人材養成をめ
ざす「国際協働教育コース」、主に社会人を対象とし

大学院
教育学研究科

教育イノベーション概論

育成する資質・能力

現代的教育研究方法演習

国際関係論

国際比較文化論

現代社会の動向と教育協働

国際協働教育実践演習

ＪＳＬカリキュラムの
理論と実践

日本型教育システム開発実践演習

日本語教育支援実践演習

日本型教育システムの諸相

日本型教育理解

課題研究Ⅰ 課題研究Ⅱ

日
本
型
教
育
シ
ス
テ
ム
開
発
領
域

日
本
語
教
育
支
援
高
度
化
領
域

領
域
専
門
科
目

専攻
共通科目

フィールド
研究科目

課題研究
科目

コース
共通科目

１回生前期 1回生後期 2回生前期 ２回生後期

外国語と日本語の対照研究Ⅰ
（英語）

外国語と日本語の対照研究Ⅱ
（中国語）

外国語と日本語の対照研究Ⅲ
（仏語）

外国語と日本語の対照研究Ⅳ
（独語）

和算に学ぶ日本型数学教育

日本語学実践演習

日本近代文学実践演習

日本古典文学実践演習

ヨーロッパ芸術文化実践演習

ヨーロッパ言語文化実践演習Ａ，Ｂ

日中近代言語文化実践演習

日中古典言語文化実践演習

国際音楽文化実践演習

国際知識文化実践演習

国際現代社会文化実践演習

国際歴史文化実践演習

日英翻訳論実践演習

国際関係史実践演習

自然言語処理実践演習

日本型教育システムに
おけるＩＣＴ活用の方法

日本型教材の開発と
授業デザイン（数学）

日本における教科の内容と
指導法（数学）

日本型教材の開発と
授業デザイン（理科）

日本における教科の内容と
指導法（理科）

日本語教育の理論と実践 社会言語学特論

日本語構造論

教育専門理解
生涯学習としての数理科学

生涯学習としての情報科学

生涯学習としての自然科学
（物理・化学分野）

生涯学習としての自然科学
（生命・地学分野）

日本型教育理解

教育専門理解
数学科教材論

数理科学教育特論

理科教材論

情報科学教育特論

自然科学教育特論
（物理・化学分野）

自然科学教育特論
（生命・地学分野）

教科（理数情報）に関わる
知識と実践力

数理科学教育特論演習

情報科学教育特論演習

自然科学教育特論演習
（物理・化学分野）

自然科学教育特論演習
（生命・地学分野）

日本語教育の専門的知識

現代文教育の理論と実践

古文教育の理論と実践

漢文教育の理論と実践

現代社会教育の理論と実践

歴史教育の理論と実践

芸術文化教育の理論と実践

音楽文化教育の理論と実践

英米言語文化教育の理論と実践

外国語教育の理論と実践

教科に関わる知識と実践力

幅広い多文化理解力

日本語・多言語分析力

教育現場における
課題の

「発見・理解力」と
「分析力」

人や組織間をつなぐ
高度な

コーディネート力

教育課題
解決の
企画力

特定の分野における
深化した

専門的知識・技能

※令和４年度入学者については
　変更される場合があります。

た、知識・技能を他者の知見と組み合わせて教育現
場の最適化に資する能力を養成する「教育ファシリ
テーションコース」の３つのコースを設けています。
　特に留学生を中心に受け入れる「国際協働教育
コース」では、日本語を外国語として学んだ留学生
と日本語を母語とする学部卒の院生とが、相互理
解を深め協働して学びます。グローバル化する国
際社会で活躍できる実践力を身につけたい方々の
入学をお待ちしております。

入試日程等

募集人員

入試日程等

募集人員

大学院
教育学研究科

教育学部

出願期間 入試日 合格発表

令和３年 12 月 16 日（木）～ 12 月 21 日（火） 令和 4 年 2 月 5 日（土） 令和 4 年 2 月 16 日（水）

出願期間 入試日 合格発表

１次募集 令和３年    ７月２６日（月）～    ８月 ５日（木） 令和３年　９月　４日（土） 令和３年　９月１０日（金） 

２次募集 令和３年１０月２５日（月）～１１月 ４日（木） 令和３年１１月２８日（日）  令和３年１２月　３日（金）

専攻・コース 選抜区分 募集人員（目安）

高
度
教
育
支
援
開
発
専
攻

心理・教育支援コース 一般選抜 １０人

国際協働教育コース
一般選抜 ８人

外国人留学生等選抜 １２人

教育ファシリテーションコース 一般選抜 ２０人

合計 ５０人

課程・学科・専攻・コース 募集人員

初等教育教員養成課程

学校教育教員養成課程

養護教諭養成課程

教
育
協
働
学
科

教育心理科学専攻 １０人

健康安全科学専攻 ４人

理数情報専攻
数理情報コース 5人

１1人
自然科学コース ６人

グローバル教育専攻
英語コミュニケーションコース ７人

22人
多文化リテラシーコース １５人

芸術表現専攻
音楽表現コース 若干人

若干人
美術表現コース 若干人

スポーツ科学専攻 3人

合計 ５０人

入試情報 教育学部及び大学院の入試情報等は、募集要項及び大学 Webを確認してください。

教育学研究科主任

辻岡 強

国際協働教育コース／日本型教育システム開発領域・日本語教育支援高度化領域高度教育支援開発専攻

■日本型教育システム開発領域■
理系科目を中心に日本型教育の特性を
理解し、新たな教育モデルを創造し実践
できる人材を養成します。

■日本語教育支援高度化領域■
国内外の日本語教育に必要な専門的知
識と実践的教育力を養成します。

大学院のPOINT

令和３年度入学者用カリキュラムマップ

※定員の充足状況によって3次募集〈入試日：令和4年2月6日（日）〉を実施する場合があります。
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勉強や日本語のことで
助けてもらえる
心強い味方！

日本文化を学ぶ
機会あり！

留学生にとって
経済的負担が少ない！

チューター制度チューター制度 留学生対象のイベント留学生対象のイベント

授業料・奨学金授業料・奨学金

留学生による、留学生のための大学紹介ビデオ留学生による、留学生のための大学紹介ビデオ

山本国際学生宿舎山本国際学生宿舎

就職支援も充実就職支援も充実

本学に在籍する外国人留学生に対して、指導教員の指導のもと、日本人学生や先輩留学生が
チューターとして、教育・研究や日常生活に関しての手助けを行う制度です。
日本語に関することも質問でき、大学での留学生活を手助けしてもらえる心強い制度です。

日本文化研修	 年に3回、日本文化を学ぶ行事があります。
日本人学生との交流	 学内で日本人学生と交流する様々な機会や交流スペースがあります。
地域との交流
（柏原市・八尾市・香芝市）

国立大学は授業料が比較的安く、経済的負担を減らすことができます。
経済支援を必要とし、かつ成績優秀な留学生には、若干名ですが授業料が全額免除されます。
また奨学金は、大学独自の返済不要の給付型奨学金や、民間奨学金もあります。
ただし、成績や経済的事情を含めて選考されます。

大学に在籍している中国からの留学生が、大学紹介ビデオ（中国語版）を作成しました。
大学内にある施設の紹介や、山本国際学生宿舎に入居している留学生のインタビュー、
在校生のインタビューなど、参考になる情報が盛りだくさんです。新入留学生が優先的に入居でき、最大69名の入居が可能です。

入居者の寮生活をサポートするレジデント・アシスタント（RA）も一緒に住んでいるので、
安心です。また月に1回程度、RAが交流イベントを開いてくれるので、
他の寮生とも仲良くなれるチャンスがあります。
宿舎から最寄り駅（近鉄大阪線「高安」駅）まで徒歩5分、さらに大阪市内と大学の間に位置し
ており、宿舎から大学・大阪市内まで、それぞれ約30分圏内と、移動がとても便利です。
近くに、薬局、スーパー、コンビニがあるので生活がしやすいです。
月額寮費は、光熱水費・共益費込みで約3万円。
家電・家具類は全て用意されており、インターネットも利用可能で、寝具はレンタルです。
2人または3人でルームシェア、きっと素敵なルームメートに出会えるはず。

キャリア支援センターでは、自分のキャリアや就職活動について相談したり、教員・企業・公務員
に関する様々な資料や雑誌、求人票・会社案内や過去の卒業生の就職資料等が閲覧できます。
充実したサポート体制の下、留学生も安心して利用できます。
1回生からの利用が可能となっています。

区分 入学検定料 入学料 前期分授業料 入学時諸費用

教育学部 17,000 円 282,000 円 267,900 円（年額 535,800 円） 70,000 円

大学院 30,000 円 282,000 円 267,900 円（年額 535,800 円） 50,000 円

入学料・授業料等

留学生  
就職希望者の
就職率 82.4%

※令和2年度卒業・修了者の就職状況
　（令和2年9月及び令和3年3月卒業・修了）

日本の家庭を体験するホームビジット、着物や茶道、華道などの
日本文化体験、スポーツ大会もあります。

就職 14人
未就職 3人

※令和2年度はコロナ禍の影響で実施できませんでした。

※令和4年度入学者については、変更になる可能性があります。

山本国際学生宿舎 RA交流イベント

日本文化研修 春季日本文化研修（淡路島）

キャリア支援センター

宿舎内でルームメイトと

大学や大阪市内
から近く、
寮費が安い！

留学生の
生の声が聞ける！

卒業後の
就職相談もできる！
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